


なあ、愛が一番大切なものだなんて、いつまでそんな前時代的な言葉を信じているんだい。
　それじゃあ、まるで宗教だよ。君は君として自分の考えを持つ事ができるんだろう。君は
君として自分で考える事ができるんだろう。
君がイケメンなら世界はイケメンの為のものだ。君がブサイクなら世界はブサイクの為のも
のだ。
　君が心優しい奴なら世界は心優しい奴のものだ。君が心卑しい奴なら世界は心卑しい奴の
ものだ。
　君が金持ちなら世界は金持ちのものだ。君が貧乏なら世界は貧乏のものだ。
　この世界は恐ろしい。そう、君は頑張れば何にでもなれると思っているかもしれない。
　でもなれないんだ。本当は。
　テレビニュースを見てみろ。新聞を見てみろ。成功した奴でも引き摺り下ろされるのは一
瞬だ。頑張って手に入れたものが未来永劫君の下にあるわけじゃない。しかも、何かを手に
入れる事は大変で時間は限られている。
いかに平等社会と言えども生まれ落ちた時点で裕福な場合も貧乏な場合もあるし、能力だっ
て違う。もし、君が誰だって頑張ればなりたいものになれるというなら、君は生まれ持った
環境や個性を否定する事になる。不利な人間を蔑視してる事になる。そんなの嫌だろう。
　でも、私は思うのだ。なりたいものにはなれなくても幸せにはなれるんじゃないかって。
　だってそうじゃないとこの世界が存在する意味が無いだろう。
　幸せなんて人それぞれ。幸せなんて思い込み。だってそうだろう。結婚する事を幸せだと
感じる人もいれば金持ちになる事を幸せだと感じる人もいる。おやつがケーキで幸せだと感
じる人もいる。本当に人それぞれ。
　だから、自分が幸せだと感じる事は何なのか知るのだ。知って達成するのだ。そうすれば
幸せにはなれるはず。もし、自分の幸せが手の届かない所にあれば努力したらいい。努力し
てもダメなら他に幸せを感じる事を見つければ良いんだ。
　なのに、今の時代では何かにならなければ。不幸せとか何かになったら不幸せとか言い過
ぎなんだと思う。
　幸せは他人が定義するんじゃない。自分が定義するんだ。だってそれを受け取るのは紛れ
もない自分自身なんだから。
　だから、私は幸せを探しに行くよ。幸せになろうと頑張るよ。
　一つのものにしがみ付かないでおおらかに構えればいいんだ。
　出会った人とはいつか別れるもの。手に入れたものもいつか手放すもの。
　ずっと自分の手元にある方が不自然だ。
　ねえ、あなたは何かを失ったのかい。
　でも、大丈夫。いつかはそれも話の種になるんだよ。
　だから、胸を張って生きていっていいんだよ。


